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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電子機器にネットワークを介して接続された電話装置において、
　各電子機器から所定時間間隔でマルチキャスト送信されたメッセージへの返信として、
当該電子機器との送受信を行うための接続に関する情報を送信するか、または、前記複数
の電子機器に対して所定時間間隔で前記接続に関する情報をマルチキャスト送信すること
で、自装置の存在を前記複数の電子機器に認識させる前処理部と、
　自装置においてイベントが発生したときに、このイベントに関するイベント詳細情報を
記録するイベント情報記録部と、
　自装置において着信によるイベントが発生したときに、このイベントの発生を通知する
ためのイベント情報をすべての前記複数の電子機器から出力させるために送信する着信処
理部と、
　前記着信処理部からイベント情報を送信したことにより、前記電子機器のいずれかから
前記着信によるイベントに関するイベント詳細情報の取得要求を受信すると、この取得要
求に対応するイベント詳細情報を前記イベント詳細情報の取得要求の送信元である電子機
器から出力させるために送信する出力情報制御部と、
を備えることを特徴とする電話装置。
【請求項２】
　前記電子機器は家庭内の家電機器であり、前記ネットワークは当該家庭内で構築された
家電ネットワークである
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ことを特徴とする請求項１に記載の電話装置。
【請求項３】
　前記着信によるイベントは、着信中であることを示すイベント、未応答により切断され
た着信があったことを示すイベント、または着信により録音メッセージ情報が蓄積された
ことを示すイベントであり、
　前記イベント詳細情報は、着信元の電話番号を含む着信履歴情報、または着信元の通話
相手から送信された録音メッセージ情報である
ことを特徴とする請求項１または２に記載の電話装置。
【請求項４】
　前記出力情報制御部は、Ｗｅｂブラウザを利用したアプリケーションが搭載された前記
電子機器のいずれかから、イベント詳細情報を特定するＵＲＬに対するＨＴＴＰ　ＧＥＴ
リクエストを用いたイベント詳細情報の取得要求を受信すると、これに応答してイベント
詳細情報を送信する
ことを特徴とする請求項１～３いずれか１項に記載の電話装置。
【請求項５】
　接続された前記電子機器は、前記イベント詳細情報に基づいて発呼処理を行う通話機能
が搭載された電子機器である
ことを特徴とする請求項１～４いずれか１項に記載の電話装置。
【請求項６】
　複数の電子機器にネットワークを介して接続された電話装置が、
　各電子機器から所定時間間隔でマルチキャスト送信されたメッセージへの返信として、
当該電子機器との送受信を行うための接続に関する情報を送信するか、または、前記複数
の電子機器に対して所定時間間隔で前記接続に関する情報をマルチキャスト送信すること
で、自装置の存在を前記複数の電子機器に認識させる前処理を実行し、
　自装置においてイベントが発生したときに、このイベントに関するイベント詳細情報を
記録し、
　自装置において着信によるイベントが発生したときに、このイベントの発生を通知する
ためのイベント情報をすべての前記複数の電子機器から出力させるために送信し、
　前記イベント情報を送信したことにより、前記電子機器のいずれかから前記着信による
イベントに関するイベント詳細情報の取得要求を受信すると、この取得要求に対応するイ
ベント詳細情報を前記イベント詳細情報の取得要求の送信元である電子機器から出力させ
るために送信する
ことを特徴とする電話イベント情報通知方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電話の着信等のイベントをユーザにわかりやすい状態で通知する電話装置お
よび電話イベント情報通知方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の電話装置は、着信を受けた際に自身の装置から着信音を鳴動させることにより、
当該着信をユーザに通知していた。また、ユーザが不在のため着信に応答できなかった際
は、着信履歴を自身の装置の画面に表示させることにより、当該着信があったことをユー
ザに通知していた。さらに、留守番電話機能付きの電話装置は、ユーザが不在により着信
に応答できず発信者からのメッセージを録音したときに、自身の装置に設置されたボタン
を点滅させることなどにより、録音されたメッセージがあることをユーザに通知していた
。
【０００３】
　また近年は、特許文献１に記載されたような、着信を受けた際にネットワークにより電
話装置に接続されたパーソナルコンピュータのディスプレイ上に着信電話番号に対応した
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情報を表示させたり、発信元の電話番号を記憶しておくコンピュータ電話統合システム（
ＣＴＩ；Computer Telephony Integrationシステム）により、電話の着信を管理する技術
が知られている。
【０００４】
　この電話統合システムを利用することにより、予め電話装置に接続されたパーソナルコ
ンピュータ上で、着信を受けた際に発信元の電話番号を確認したり記憶したりすることが
でき、ユーザにとって利便性が向上する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－９６５０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし従来の電話装置により、着信音を鳴動させることで着信を通知するようにすると
、ユーザが電話装置から遠い場所にいる場合には着信音が聞こえず気付かない可能性があ
るという問題があった。
【０００７】
　また、着信履歴を画面に表示させたり、録音メッセージがあることをボタンの点滅させ
たりすることでこれらのイベントを通知するようにすると、ユーザが電話装置の表示等を
意識的に確認しなければこれらの通知に気付かない可能性があるという問題があった。
【０００８】
　さらに、上記の特許文献１の技術では、予めパーソナルコンピュータと電話装置とを１
対１で対応づけてユーザまたはシステム管理者が登録を行わなければならず、設定に手間
がかかるという問題があった。また、登録されたパーソナルコンピュータをユーザが使用
しているときでなければ当該機能を利用することができないため、着信や録音メッセージ
に気付かない可能性があるという問題があった。
【０００９】
　よって本発明の目的は、電話の着信等のイベントをユーザにわかりやすい状態で通知す
る電話装置および電話イベント情報通知方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の課題を解決するための、本発明の電話装置は、複数の電子機器にネットワークを
介して接続された電話装置において、各電子機器から所定時間間隔でマルチキャスト送信
されたメッセージへの返信として、当該電子機器との送受信を行うための接続に関する情
報を送信するか、または、前記複数の電子機器に対して所定時間間隔で前記接続に関する
情報をマルチキャスト送信することで、自装置の存在を前記複数の電子機器に認識させる
前処理部と、自装置においてイベントが発生したときに、このイベントに関するイベント
詳細情報を記録するイベント情報記録部と、自装置において着信によるイベントが発生し
たときに、このイベントの発生を通知するためのイベント情報をすべての前記複数の電子
機器から出力させるために送信する着信処理部と、前記着信処理部からイベント情報を送
信したことにより、前記電子機器のいずれかから前記着信によるイベントに関するイベン
ト詳細情報の取得要求を受信すると、この取得要求に対応するイベント詳細情報を前記イ
ベント詳細情報の取得要求の送信元である電子機器から出力させるために送信する出力情
報制御部とを備えることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の電話イベント情報通知方法は、複数の電子機器にネットワークを介して
接続された電話装置が、各電子機器から所定時間間隔でマルチキャスト送信されたメッセ
ージへの返信として、当該電子機器との送受信を行うための接続に関する情報を送信する
か、または、前記複数の電子機器に対して所定時間間隔で前記接続に関する情報をマルチ
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キャスト送信することで、自装置の存在を前記複数の電子機器に認識させる前処理を実行
し、自装置においてイベントが発生したときに、このイベントに関するイベント詳細情報
を記録し、自装置において着信によるイベントが発生したときに、このイベントの発生を
通知するためのイベント情報をすべての前記複数の電子機器から出力させるために送信し
、前記イベント情報を送信したことにより、前記電子機器のいずれかから前記着信による
イベントに関するイベント詳細情報の取得要求を受信すると、この取得要求に対応するイ
ベント詳細情報を前記イベント詳細情報の取得要求の送信元である電子機器から出力させ
るために送信することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の電話装置および電話イベント情報通知方法は、電話の着信等のイベントをユー
ザにわかりやすい状態で通知することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態による電話装置を利用した電話イベント情報通知システムの
構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による電話装置の電話イベント管理部の構成を示すブロック
図である。
【図３】本発明の一実施形態による電話装置と家電機器との間で情報が送受信されるとき
の状態を示すシーケンス図である。
【図４】本発明の一実施形態による電話装置の電話イベント管理部で実行される処理を説
明するフローチャートである。
【図５】本発明の一実施形態による電話装置を利用した電話イベント情報通知システムの
家電機器に出力されるイベント情報の一例である。
【図６】本発明の一実施形態による電話装置を利用した電話イベント情報通知システムの
家電機器に出力されるイベント情報の一例である。
【図７】本発明の一実施形態による電話装置を利用した電話イベント情報通知システムの
家電機器に出力される着信履歴情報の一例である。
【図８】本発明の一実施形態による電話装置を利用した電話イベント情報通知システムの
家電機器に出力されるイベント情報の一例である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施形態による電話装置を利用した電話イベント情報通知システムに
ついて、詳細に説明する。
【００１５】
　〈一実施形態による電話イベント情報通知システムの構成〉
　本実施形態の電話イベント通知情報システムは、図１に示すように、ｎ台の電話機１０
－１～１０－ｎと、発生したイベントの情報を通知する機能を有する電話装置２０と、こ
れらの電話機１０－１～１０－ｎと電話装置２０とを接続する電話網３０と、電話装置２
０で発生したイベントに関する情報を出力する出力装置としての家電機器４０と、電話装
置２０と家電機器４０とを接続する家電ネットワーク５０とを備える。図１においては家
電ネットワーク５０に接続された家電機器４０が１台の場合を示しているが、実際には複
数の家電機器４０が接続可能である。
【００１６】
　電話装置２０は、電話網インタフェース部２１と、電話－ユーザインタフェース部２２
と、自動応答部２３と、録音メッセージ蓄積部２４と、着信履歴記録部２５と、電話イベ
ント管理部２６と、ネットワークインタフェース部２７とを有する。
【００１７】
　電話網インタフェース部２１は、対向する他の電話機１０－１～１０－ｎのいずれかと
、発呼のための呼制御信号および音声情報や映像情報を、電話網３０を介して送受信する



(5) JP 5162521 B2 2013.3.13

10

20

30

40

50

。電話装置２０または電話機が１０－１～１０－ｎのいずれかがIP電話のときは、この呼
制御信号にはSIP（Session Initiation Protocol）が用いられる。
【００１８】
　電話－ユーザインタフェース部２２は、ユーザにより操作されるプッシュボタンやハン
ドセット、ユーザに情報を出力する画面、およびこれらの操作を制御する制御部（図示せ
ず）等で構成され、他の電話機１０－１～１０－ｎへの発信指示の入力、他の電話機１０
－１～１０－ｎからの着信への応答指示の入力、および他の電話機１０－１～１０－ｎと
の通信の切断指示の入力、発生したイベントに関する情報の出力、発生したイベントに関
する詳細情報の取得要求の入力、録音されたメッセージ情報の出力等を行う。
【００１９】
　自動応答部２３は、電話網インタフェース部２１を介して対向する他の電話機１０－１
～１０－ｎのいずれかからの着信が開始してから、ユーザが電話－ユーザインタフェース
部２２を操作して応答するまでの時間である応答待ち時間が予め設定されたリミットに達
したときに、着信元の電話機から自動応答用メッセージを再生させるための音声情報であ
る自動応答用メッセージ情報を記憶する。また、電話イベント管理部２６から自動応答命
令を取得したときには、この記憶している自動応答用メッセージ情報を再生させるために
電話網インタフェース部２１を介して着信元の電話機に送信する。
【００２０】
　録音メッセージ蓄積部２４は、着信元の電話機において自動応答メッセージ情報が再生
された後に、蓄積命令を取得すると、当該着信元の電話機を操作する通話相手から送出さ
れる音声情報や映像情報によるメッセージを録音メッセージ情報として蓄積する。また、
電話イベント管理部２６から録音メッセージ情報の再生命令を取得したときには、この蓄
積した録音メッセージ情報を電話－ユーザインタフェース部２２から再生させるかまたは
、家電機器４０の録音メッセージ出力制御部４３を介して家電－ユーザインタフェース部
４４から再生させるために送信する。
【００２１】
　着信履歴記録部２５は、電話網インタフェース部２１を介して対向する他の電話機１０
－１～１０－ｎのいずれかから着信があったときに、電話イベント管理部２６からの記録
命令により当該着信に関する着信履歴情報を記憶する。この着信履歴情報には、ユーザが
応答する前に着信元の電話機から呼制御信号が切断された「未応答着信」であるか、ユー
ザが応答した「応答済着信」であるかの情報を含む。
【００２２】
　電話イベント管理部２６は、図２に示すように着信処理部２６１と、出力情報制御部２
６２と、発信処理部２６３とを有する。
【００２３】
　着信処理部２６１は、電話網インタフェース部２１を介して対向する他の電話機１０－
１～１０－ｎのいずれかから呼制御信号を受信したことにより着信を検知すると、予め設
定された条件に従って、着信元の電話機１０に自動応答部２３から自動応答用メッセージ
情報を送信させるための制御、録音メッセージ情報を録音メッセージ蓄積部２４に蓄積さ
せるための制御、および着信履歴記録部２５に着信履歴情報を記憶させるための制御を行
う。
【００２４】
　また、着信処理部２６１は、呼制御信号の受信中には着信中であることを通知するため
のイベント情報を生成し、またユーザが応答する前に着信元の電話機から呼制御信号が切
断されたときには現在の未応答着信の件数を加算して通知するためのイベント情報を生成
し、また録音メッセージ情報が録音メッセージ蓄積部２４に蓄積されたときには未確認の
録音メッセージ情報の件数を加算して通知するためのイベント情報を生成する。
【００２５】
　出力情報制御部２６２は、着信処理部２６１で生成されたイベント情報を電話－ユーザ
インタフェース部２２から出力させるとともに、ネットワークインタフェース部２７を介
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して家電機器４０の家電－ユーザインタフェース部４４から出力させる。
【００２６】
　また、出力情報制御部２６２は、イベント情報を電話－ユーザインタフェース部２２お
よび家電－ユーザインタフェース部４４から出力させたことで、ユーザの操作によりこれ
らの着信履歴を表示させるための着信履歴表示要求が送信されると、これに応答して着信
履歴記録部２５から着信履歴情報を要求元に送信させるための表示命令を送出する。また
、録音メッセージ情報を再生させための再生要求が送信されると、これに応答して録音メ
ッセージ蓄積部２４から該当する録音メッセージ情報を要求元に送信させるための再生命
令を送出する。
【００２７】
　発信処理部２６３は、電話－ユーザインタフェース部２２またはネットワークインタフ
ェース部２７から発信要求が送出されたときに、この発信要求に基づいて電話網インタフ
ェース部２１を介して該当する他の電話機に呼制御信号を発信するための発信処理を行う
。
【００２８】
　ネットワークインタフェース部２７は、家電ネットワーク５０を介して接続された家電
機器４０に録音メッセージ情報、着信履歴情報、イベント情報を送信する処理、および家
電機器４０から送信される着信履歴表示要求、録音メッセージ再生要求、発信要求等の制
御命令を受信する処理を行う。
【００２９】
　家電機器４０は、イベント情報表示制御部４１と、着信履歴表示制御部４２と、録音メ
ッセージ出力制御部４３と、家電－ユーザインタフェース部４４とを有する。
【００３０】
　イベント情報表示制御部４１は、電話イベント管理部２６の出力情報制御部２６２から
ネットワークインタフェース部２７を介して送信されたイベント情報を受信し、表示画面
情報を生成して家電－ユーザインタフェース部４４に表示させる。
【００３１】
　着信履歴表示制御部４２は、イベント情報表示制御部４１の制御により家電－ユーザイ
ンタフェース部４４にイベント情報が表示されたことにより、ユーザから着信履歴表示要
求、録音メッセージ再生要求、または発信要求が入力されたときには、これらの要求をネ
ットワークインタフェース部２７を介して電話イベント管理部２６に送信する。また、電
話イベント管理部２６に着信履歴表示要求を送信したことにより着信履歴記録部２５から
送信された着信履歴情報を受信し、表示画面情報を生成して家電－ユーザインタフェース
部４４に表示させる。
【００３２】
　録音メッセージ出力制御部４３は、着信履歴表示制御部４２から録音メッセージ再生要
求が送信されたことにより録音メッセージ蓄積部２４から送信された録音メッセージ情報
を受信し、家電－ユーザインタフェース部４４から出力させる。
【００３３】
　家電－ユーザインタフェース部４４は、イベント情報表示制御部４１から取得したイベ
ント情報および着信履歴表示制御部４２から取得した着信履歴情報を表示するとともに、
これらを表示したことによりユーザから入力された着信履歴表示要求、録音メッセージ再
生要求を着信履歴表示制御部４２に送出する。また、録音メッセージ出力制御部４３から
取得した録音メッセージ情報を出力する。
【００３４】
　〈一実施形態による電話イベント情報通知システムの動作〉
　次に、本実施形態による電話イベント情報通知システムの動作について、図３のシーケ
ンス図および図４のフローチャートを参照して説明する。
【００３５】
　図３は、電話装置２０におけるイベント発生前～発生後に、ｍ台の家電機器４０－１～
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４０－ｍと電話装置２０との間で情報が送受信されるときの状態を示した図であり、図４
は、電話装置２０におけるイベントの発生に関して電話イベント管理部２６で実行される
処理の流れを示した図である。
【００３６】
　　（１）前処理
　まず前処理として、所定時間間隔で家電ネットワーク５０内の各家電機器４０－１～４
０－ｍにおいて電話装置２０の存在が認識されるとともに、それぞれ電話装置２０との接
続に関する情報が取得される。
【００３７】
　この各家電機器４０－１～４０－ｍにおける電話装置２０の存在の認識および接続に関
する情報の取得は、ａ)各家電機器が家電ネットワーク５０に接続されているすべての装
置に対して電話装置が存在するかどうかを確認するメッセージを所定時間間隔でマルチキ
ャスト送信し、電話装置２０がこれを受信すると接続に関する情報を返信する方法、また
は、ｂ)電話装置２０が家電ネットワーク５０に接続されているすべての装置に対して所
定時間間隔で接続に関する情報をマルチキャスト送信する方法、のいずれかにより行われ
る。
【００３８】
　各家電機器４０－１～４０－ｍでは、この電話装置２０から送信された接続に関する情
報に従って、以降の電話装置２０との情報の送受信が行われる。
【００３９】
　また各家電機器４０－１～４０－ｍの起動時に、電話装置２０において発生したイベン
トに関する通知を要求するためのイベント通知要求がイベント情報表示制御部４１から電
話装置２０に送信され（Ｓ１～Ｓ３）、このイベント通知要求が電話装置２０のネットワ
ークインタフェース部２７を介して電話イベント管理部２６で受信される。
【００４０】
　電話イベント管理部２６でイベント通知要求が受信されると、これに応答してイベント
の発生に関する通知の許諾を示す許諾応答がそれぞれの家電機器４０－１～４０－ｍに送
信される（Ｓ４～Ｓ６）。
【００４１】
　以降は、この許諾応答が受信された家電機器において、電話装置２０で発生したイベン
トに関するイベント情報が通知されるようになる。
【００４２】
　　（２）着信による呼制御イベント発生時の処理
　上述したように前処理が行われると、電話イベント管理部２６の着信処理部２６１では
、着信中、着信中の未応答切断、通話開始、通話終了等の呼制御イベントがあったか否か
を監視する待ち受けが開始される（Ｓ２１）。
【００４３】
　次に、後述する「応答待ち時間」の計測中であるか否かが判定されるが（Ｓ２２）、こ
こでは計測中ではないと判定されたものとする（Ｓ２２の「NO」）。
【００４４】
　次に、着信処理部２６１で着信中による呼制御イベントが発生したことが検知されると
ステップＳ２４に移り、「着信中」であることを通知するためのイベント情報が生成され
る。このイベント情報は、出力情報制御部２６２の制御により電話－ユーザインタフェー
ス部２２から着信音などにより出力されるとともに各家電機器４０－１～４０－ｍにネッ
トワークインタフェース部２７を介して送信され、前処理にて許諾応答が受信されたすべ
ての家電機器４０－１～４０－ｍのイベント情報表示制御部４１を介して家電－ユーザイ
ンタフェース部４４から出力される（Ｓ２４および図３のＳ７～Ｓ１０）。
【００４５】
　この着信中のイベント情報が、家電－ユーザインタフェース部４４である出力画面に出
力されたときの画面構成図の一例を図５に示す。
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【００４６】
　この図５の出力画面４４１には、着信元の電話機の電話番号を含むイベント情報４４２
として「着信中：03-XXXX-XXXX」が表示されている。
【００４７】
　次に、着信処理部２６１において、着信中による呼制御イベントが発生してからユーザ
が電話－ユーザインタフェース部２２を操作して応答するまでの時間である応答待ち時間
の計測が開始される（Ｓ２５）。応答待ち時間の計測が開始されると、ステップＳ２２に
戻る。
【００４８】
　ステップＳ２２では応答待ち時間の計測中であるか否かが判定され、ここでは応答待ち
時間の計測が開始されているためステップＳ２６に移り、この応答待ち時間が予め設定さ
れたリミットに達したか否かが判定される（Ｓ２６）。
【００４９】
　ここで応答待ち時間がリミットに達していると判定されたとき（Ｓ２６の「YES」）に
は、自動応答部２３に自動応答命令が送出され、電話網インタフェース部２１を介して着
信元の電話機に自動応答用メッセージ情報を送信させる（Ｓ２７）。また応答待ち時間が
リミットに達していないと判定されたとき（Ｓ２６の「NO」）には、着信中であることを
通知するためのイベント情報の出力が継続される。
【００５０】
　　（３）未応答切断による呼制御イベント発生時の処理
　着信後、ステップＳ２３においてユーザが未応答の状態で着信元の電話機から呼制御信
号が切断される未応答切断の呼制御イベントが発生したことが検知されるとステップＳ２
８に移り、応答待ち時間の計測処理が終了される（Ｓ２８）。
【００５１】
　そして記録命令を送出し、「未応答着信」であることを示す情報を含む着信履歴情報を
着信履歴記録部２５に記録させる（Ｓ２９）。また着信処理部２６１ではユーザに確認操
作が行われていない未応答着信の件数が保持されており、新たな未応答着信の情報を着信
履歴情報に記録させると、この保持されている未応答着信の件数が１件加算される（Ｓ３
０）。
【００５２】
　着信処理部２６１において保持されている未応答着信の件数が１件加算されると、この
加算された未応答着信の件数を変更する通知をするためのイベント情報が生成される。こ
のイベント情報は、出力情報制御部２６２の制御により電話－ユーザインタフェース部２
２から出力されるとともに各家電機器４０－１～４０－ｍにネットワークインタフェース
部２７を介して送信され、前処理にて許諾応答が受信されたすべての家電機器４０－１～
４０－ｍのイベント情報表示制御部４１を介して家電－ユーザインタフェース部４４から
出力される（Ｓ３１）。
【００５３】
　この未応答着信の件数の変更を通知するためのイベント情報が、家電－ユーザインタフ
ェース部４４である出力画面に出力されたときの画面構成図の一例を図６に示す。
【００５４】
　この図６の出力画面４４１には、現在未確認の未応答着信の件数が３件であることを示
す情報「３件の着信がありました」を含むイベント情報４４３が表示されている。未応答
着信の件数の変更を通知するためのイベント情報が出力画面に出力されると、ステップＳ
２２に戻る。
【００５５】
　ステップＳ２２では応答待ち時間の計測中であるか否かが判定され、ここでは応答待ち
時間の計測が終了されているため、応答待ち時間の計測中ではないと判定される（Ｓ２２
の「NO」）。
【００５６】
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　　（４）応答による呼制御イベント発生時の処理
　着信後、ステップＳ２３において、ユーザが電話－ユーザインタフェース部２２を操作
し応答したことを検知すると、電話網インタフェース部２１に応答命令が送出され、通話
可能な状態になる。このユーザの操作による応答がされたかまたは、ステップＳ２７にお
いて自動応答用メッセージ情報が着信元の電話機に送信され再生されたことにより、通話
が開始され応答による呼制御イベントが発生したことが検知されると、ステップＳ３２に
移り、応答待ち時間の計測が終了される（Ｓ３２）。ステップＳ３２において応答待ち時
間の計測が終了されると、ステップＳ２２に戻る。
【００５７】
　ステップＳ２２では応答待ち時間の計測中であるか否かが判定され、ここでは応答待ち
時間の計測が終了されているため、応答待ち時間の計測中ではないと判定される（Ｓ２２
の「NO」）。
【００５８】
　着信元の電話機との通話が開始されると、電話－ユーザインタフェース部２２と通話相
手の電話機との間で、電話網インタフェース部２１および電話網３０を介して通話による
音声情報や映像情報が送受信される。
【００５９】
　また、通話が開始されたことが検知されると、家電機器４０－１～４０－ｍの家電－ユ
ーザインタフェース部４４から出力されていた「着信中」であることを通知するためのイ
ベント情報が消去される。
【００６０】
　　（５）通話終了による呼制御イベント発生時の処理
　着信後通話が開始され、さらにこの通話終了による呼制御イベントが発生したことが検
知されるとステップＳ３３に移り、この通話が自動応答用メッセージ情報の再生によるも
のか否かが判定される（Ｓ３３）。
【００６１】
　当該終了した通話が自動応答用メッセージ情報の再生によるものではなくユーザの操作
により応答したものであると判定されたときには（Ｓ３３の「NO」）、記録命令を送出し
てユーザが応答した「応答済着信」であることを示す情報を含む着信履歴情報を着信履歴
記録部２５に記録させる（Ｓ３４）。ステップＳ３４において着信履歴情報が記録される
と、ステップＳ２２に戻る。
【００６２】
　また、ステップＳ３３において当該終了した通話が自動応答用メッセージ情報の再生に
よるものであると判定され（Ｓ３３の「YES」）、この通話の終了後に通話相手から録音
メッセージが送信されたときは、蓄積命令を送出してこのメッセージを録音メッセージ情
報として録音メッセージ蓄積部２４に蓄積させる。
【００６３】
　通話相手から録音メッセージが送信されず録音メッセージ情報が蓄積されなかったとき
は（Ｓ３５の「NO」）、記録命令を送出して「未応答着信」であることを示す情報を含む
着信履歴情報を着信履歴記録部２５に記録させる（Ｓ３６）。着信処理部２６１では、新
たな未応答着信の着信履歴情報を着信履歴記録部２５に記録させると、この保持されてい
る未応答着信の件数が１件加算される（Ｓ３７）。
【００６４】
　着信処理部２６１において保持されている未応答着信の件数が１件加算されると、この
加算された未応答着信の件数に変更する通知をするためのイベント情報が生成される。こ
のイベント情報は、出力情報制御部２６２の制御により電話－ユーザインタフェース部２
２から出力されるとともに各家電機器４０－１～４０－ｍにネットワークインタフェース
部２７を介して送信され、前処理にて許諾応答が受信されたすべての家電機器４０－１～
４０－ｍのイベント情報表示制御部４１を介して家電－ユーザインタフェース部４４から
出力される（Ｓ３８）。
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【００６５】
　この未応答着信の件数の変更を通知するためのイベント情報が、家電－ユーザインタフ
ェース部４４である出力画面に出力されたときの画面構成図はステップＳ３３において出
力されたものと同様であり、例えば図６のように表示される。
【００６６】
　未応答着信の件数を通知するためのイベント情報が出力画面に出力されると、ステップ
Ｓ２２に戻る。
【００６７】
　また、ステップＳ３５において通話相手から録音メッセージが送信され録音メッセージ
情報が蓄積中であったときには（Ｓ３５の「YES」）、この通話終了により録音メッセー
ジ情報の蓄積処理を停止させる（Ｓ３９）。
【００６８】
　録音メッセージ蓄積部２４に録音メッセージ情報が蓄積されると、当該通話について着
信履歴記録部２５に記録された着信履歴情報に、録音メッセージ情報があることを示す情
報が付加される（Ｓ４０）。
【００６９】
　また着信処理部２６１では、ユーザによる確認操作が行われていない録音メッセージ情
報の件数が保持されており、新たな録音メッセージ情報を録音メッセージ蓄積部２４に蓄
積させると、この保持されている録音メッセージ情報の件数が１件加算される（Ｓ４１）
。
【００７０】
　着信処理部２６１において蓄積された録音メッセージ情報の件数が１件加算されると、
この加算された録音メッセージ情報の件数を変更する通知をするためのイベント情報が生
成される。このイベント情報は、出力情報制御部２６２の制御により電話－ユーザインタ
フェース部２２から新着メッセージ通知用ランプの点滅などにより出力されるとともに各
家電機器４０－１～４０－ｍにネットワークインタフェース部２７を介して送信され、前
処理にて許諾応答が受信されたすべての家電機器４０－１～４０－ｍのイベント情報表示
制御部４１を介して家電－ユーザインタフェース部４４から出力される（Ｓ４２）。
【００７１】
　この未応答着信の件数の変更を通知するためのイベント情報が、家電－ユーザインタフ
ェース部４４である出力画面に出力されると、例えば図６に示すように現在蓄積されてい
る未確認の録音メッセージ情報の件数が２件であることを示す情報「このうち２件に伝言
メッセージがあります」を含むイベント情報４４３が表示される。録音メッセージ情報の
件数の変更を通知するためのイベント情報が出力画面に出力されると、ステップＳ２２に
戻る。
【００７２】
　ステップＳ２２では応答待ち時間の計測中であるか否かが判定され、ここでは応答待ち
時間の計測が終了されているため、応答待ち時間の計測中ではないと判定される（Ｓ２２
の「NO」）。
【００７３】
　　（６）着信履歴表示要求発生時の処理
　上述したように、未応答着信があることを示すイベント情報が家電機器４０－１～４０
－ｍの家電－ユーザインタフェース部４４に出力されたことにより、いずれかの家電機器
でユーザから着信履歴を表示させるための着信履歴表示要求が入力されると、着信履歴表
示制御部４２の制御によりこの着信履歴表示要求が電話装置２０に送信され、電話イベン
ト管理部２６で受信される。
【００７４】
　電話イベント管理部２６では、出力情報制御部２６２においてこの着信履歴表示要求に
従って、該当する着信履歴情報を着信履歴表示要求が入力された家電機器４０に送信する
ように着信履歴記録部２５に表示命令が送出される。
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【００７５】
　着信履歴記録部２５から着信履歴情報が受信された家電機器４０では、着信履歴表示制
御部４２により当該着信履歴情報を表示する表示画面情報が生成され、家電－ユーザイン
タフェース部４４に出力される。
【００７６】
　この着信履歴表示制御部４２はＷｅｂブラウザを利用したアプリケーションで着信履歴
表示要求の送信や表示画面情報の生成を行い、着信履歴表示要求を送信する際はＨＴＴＰ
リクエストを用いることが想定される。この場合、要求する着信履歴情報を特定する識別
情報であるＵＲＬに対してＨＴＴＰ　ＧＥＴリクエストが着信履歴表示制御部４２から送
信され、これに応答して電話装置２０からＨＴＴＰ応答により着信履歴が送信されること
になる。
【００７７】
　また、家電－ユーザインタフェース部４４の画面上では、図６に示すようなイベント情
報とともに表示される「着信履歴を表示する」の操作ボタン４４４が操作されることによ
り、着信履歴表示要求が入力される。「着信履歴を表示しない」の操作ボタン４４５が操
作されたときには、当該イベント情報４４３はユーザにより確認済みであると認識され、
表示は消去される。
【００７８】
　家電－ユーザインタフェース部４４に着信履歴情報が表示されたときの一例を、図７に
示す。
【００７９】
　この図７の出力画面４４１には、図６で表示されたイベント情報の内容とともに、着信
履歴情報４４６が表示されている。この着信履歴情報４４６としては、着信元の電話番号
、録音メッセージ情報が蓄積されている場合に録音メッセージ再生要求を入力するための
「メッセージ再生」ボタン４４７、当該着信元の電話機に対する発信要求を入力するため
の「リダイアル」ボタン４４８が表示されている。
【００８０】
　この着信履歴情報の表示は、図７に示す形式に限定されず、過去の着信履歴情報やユー
ザが確認済みの着信履歴情報と合わせた形で表示するようにしてもよい。また、録音メッ
セージ情報がある着信に関しては、当該録音メッセージ情報を消去させるための「メッセ
ージ消去」ボタンを表示させるようにしてもよい。
【００８１】
　　（７）録音メッセージ再生要求発生時の処理
　上述したように着信履歴情報がいずれかの家電機器４０の家電－ユーザインタフェース
部４４に出力されたことにより、ユーザから「メッセージ再生」ボタン４４７が操作され
て録音メッセージ再生要求が入力されると、着信履歴表示制御部４２の制御によりこの録
音メッセージ再生要求が電話装置２０に送信され、電話イベント管理部２６で受信される
。また、録音メッセージ再生要求が電話装置２０に送信されると、着信履歴表示制御部４
２の制御により録音メッセージ出力制御部４３を起動させるための起動命令が送出される
。
【００８２】
　電話イベント管理部２６では、出力情報制御部２６２においてこの録音メッセージ再生
要求に従って、該当する録音メッセージ情報を録音メッセージ再生要求が入力された家電
機器４０に送信するように録音メッセージ蓄積部２４に再生命令が送出される。
【００８３】
　録音メッセージ蓄積部２４から録音メッセージ情報が受信された家電機器４０では、起
動した録音メッセージ出力制御部４３により、家電－ユーザインタフェース部４４から当
該録音メッセージが再生される。
【００８４】
　この録音メッセージ情報を特定する際も、着信履歴情報を特定する場合と同様にＵＲＬ
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が識別情報として利用される。
【００８５】
　　（８）発信要求発生時の処理
　上述したように着信履歴がいずれかの家電機器４０の家電－ユーザインタフェース部４
４に出力されたことにより、ユーザから「リダイアル」ボタン４４８が操作されて発信要
求が入力されると、着信履歴表示制御部４２の制御によりこの発信要求が電話装置２０に
送信され、電話イベント管理部２６で受信される。
【００８６】
　電話イベント管理部２６では、発信処理部２６３において電話－ユーザインタフェース
部２２から着信音が出力され、発信要求を受信したことがユーザに通知される。ユーザが
この着信音に応答して通話可能な状態になるように操作されると、電話イベント管理部２
６から電話網インタフェース部２１を介して当該発信要求に該当する電話番号の電話機に
対して呼制御信号が送信され発呼処理が行われる。
【００８７】
　このようにして着信履歴情報や録音メッセージ情報が出力されると、電話イベント管理
部２６のこれらがユーザに確認されたものと認識され、他の家電機器４０の家電－ユーザ
インタフェース部４４で表示されている未応答着信があることを示すイベント情報の未応
答着信の件数や未確認の録音メッセージ情報の件数が更新される。
【００８８】
　また本実施形態においては、着信によるイベント情報の表示→着信履歴情報の表示→発
信要求／録音メッセージ情報の再生要求の順で処理される場合について説明したが、図８
に示すイベント情報４４９ように、着信によるイベント情報を表示する画面上に「発信」
ボタンや「録音メッセージ再生」ボタンを含む着信履歴情報を追加することにより、この
画面から直接発信要求または録音メッセージ再生要求を送信するようにしてもよい。
【００８９】
　また本実施形態においては、家電機器から発信要求を送信したときに、電話装置でユー
ザが応答したときに発呼処理が行われる場合について説明したが、当該家電機器に通話機
能が搭載されていれば、電話装置でユーザに応答させることなく、発呼処理が行われるよ
うにしてもよい。
【００９０】
　また本実施形態においては電話装置内に電話－ユーザインタフェース部が搭載されてい
る場合について説明したが、他の形態として電話－ユーザインタフェース部を電話装置と
は別個の外部装置として構成することも可能である。例えば電話網としてＩＰ電話網を利
用する場合に、ＩＰ電話網に接続された専用アダプタに本実施形態の電話装置２０の電話
網インタフェース部２１、自動応答部２３、録音メッセージ蓄積部２４、着信履歴記憶部
２５、電話イベント管理部２６、およびネットワークインタフェース部２７の機能を搭載
させ、この専用アダプタに接続されたアナログ電話やＩＰ電話の子機にユーザ－インタフ
ェース部２２の機能を搭載させることで、電話イベント情報通知システムを構成するよう
にしてもよい。
【００９１】
　以上の本実施形態によれば、家電ネットワークに接続された複数の家電機器の表示画面
上に電話に関する着信等のイベント情報を表示するため、例えば電話装置が設置された部
屋とは離れた部屋にユーザがいる場合にも、ユーザのいる部屋のテレビ装置等に着信中で
あることが通知され、ユーザが電話に関するイベントに気付きやすくなる。
【００９２】
　また、着信等のイベント情報が表示された家電機器において、着信履歴を確認したり、
録音メッセージを出力させたり、着信元の電話機に発呼したりする指示を入力することが
でき、ユーザの利便性が向上する。
【符号の説明】
【００９３】
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　１０、１０－１～１０－ｎ…電話機
　２０…電話装置
　２１…電話網インタフェース部
　２２…電話－ユーザインタフェース部
　２３…自動応答部
　２４…録音メッセージ蓄積部
　２５…着信履歴記録部
　２６…電話イベント管理部
　２７…ネットワークインタフェース部
　３０…電話網
　４０、４０－１～４０－ｍ…家電機器
　４１…イベント情報表示制御部
　４２…着信履歴表示制御部
　４３…録音メッセージ出力制御部
　４４…家電－ユーザインタフェース部
　５０…家電ネットワーク
　２６１…着信処理部
　２６２…出力情報制御部
　２６３…発信処理部

【図１】 【図２】
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